
風
に
紅
葉
考
─
百
花
繚
乱
す
る
〈
性
〉
へ
の
目
差
し

─
　
目
　
次



─ iii ─ ─ ii ─

目
次

第
五
章
　『
風
に
紅
葉
』
と
『
と
は
ず
が
た
り
』
と
の
共
通
基
盤

　
　
　
　
─
〈
性
の
被
管
理
者
〉
か
ら
〈
性
の
管
理
者
〉
へ
─
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
89

第
六
章
　『
風
に
紅
葉
』
拾
遺
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
117

第
七
章
　『
風
に
紅
葉
』
続
拾
遺
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
145

　
　
　
　
　

初
出
一
覧
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
181

　
　
　
　
　

後
記
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
183

　
　
　
　
　

凡
例
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ⅴ

序
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

第
一
章
　〈
性
の
博
物
館
〉
と
し
て
の
『
風
に
紅
葉
』
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

第
二
章
　『
風
に
紅
葉
』
に
お
け
る
男
主
人
公
大
将
を
取
り
巻
く
人
間
た
ち
…
…
…
…
…
…
…
…
…
31

第
三
章
　『
風
に
紅
葉
』
に
お
け
る
〈
精
進
落
と
し
〉
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
の
断
章

　
　
　
　
─
『
源
氏
物
語
』
摂
取
の
新
た
な
技
─
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
59

第
四
章
　『
風
に
紅
葉
』
と
『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
と
の
類
似
性
を
め
ぐ
っ
て
……
…
…
…
77



─ v─

凡
例

凡
例

『
風
に
紅
葉
』
の
本
文
は
大
倉
比
呂
志
・
鈴
木
泰
恵
編
『
校
注　

風
に
紅
葉
』（
新
典
社　

二
〇
一
二
・
10
）
に
よ
り
、

上
段
は
共
編
著
、
下
段
は
中
世
王
朝
物
語
全
集
⓯
所
収
『
風
に
紅
葉
』
の
該
当
個
所
を
記
す
。
算
用
数
字
は
巻
（
全
集

本
で
は
上
・
下
）、
漢
数
字
は
該
当
ペ
ー
ジ
を
示
す
。

さ
ら
に
、
第
四
章
『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』（
中
世
王
朝
物
語
全
集
8
）、
第
五
章
『
と
は
ず
が
た
り
』（
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
）
に
お
い
て
も
、
算
用
数
字
は
巻
、
漢
数
字
は
該
当
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
お
く
。

他
の
作
品
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⃝

中
世
王
朝
物
語
全
集
─
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』

⃝

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
─
『
落
窪
物
語
』『
蜻
蛉
日
記
』『
源
氏
物
語
』『
栄
花
物
語
』『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』『
堤

中
納
言
物
語
』『
催
馬
楽
』『
十
訓
抄
』

⃝

新
日
本
古
典
文
学
大
系
─
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』『
拾
遺
集
』『
後
拾
遺
集
』『
新
古
今
集
』『
昔
話
稲
妻
表
紙
』

⃝

講
談
社
学
術
文
庫
─
『
今
鏡
』『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』

⃝

岩
波
文
庫
─
『
風
葉
集
』（
王
朝
物
語
秀
歌
集
）

⃝

佐
藤
亮
雄
校
註
『
百
座
法
談
聞
書
集
』（
南
雲
堂
桜
楓
社　

一
九
六
三
・
9
）
─
『
百
座
法
談
』

⃝

日
本
古
典
文
学
大
系
─
『
古
今
著
聞
集
』『
曽
我
物
語
』

⃝

日
本
思
想
大
系
─
『
た
き
つ
け
草
』（
近
世
色
道
論
）

⃝

新
典
社
校
注
叢
書
─
『
水
鏡
』

⃝

室
城
秀
之
『
う
つ
ほ
物
語　

全
』（
お
う
ふ
う
）
─
『
う
つ
ほ
物
語
』

な
お
、
本
文
の
一
部
を
私
に
改
訂
し
た
個
所
の
あ
る
こ
と
を
御
断
り
し
て
お
く
。



─ 1─

序

　
　
　

序

『
風
に
紅
葉
』
を
は
じ
め
と
し
て
中
世
王
朝
物
語
に
は
か
く
も
多
く
の
〈
性
〉
に
ま
つ
わ
る
記
述
が
多
い
の

だ
ろ
う
か
。
本
書
は
『
風
に
紅
葉
』
に
関
す
る
七
本
の
既
発
表
論
文
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
密
通
を
は
じ
め

と
し
て
、〈
性
〉
を
抜
き
に
し
て
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、〈
性
〉
と
の
濃
厚
な
関
わ
り
が
特
色
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。『
風
に
紅
葉
』
と
同
じ
中
世
王
朝
物
語
に
属
す
る
『
い
は
で
し
の
ぶ
』
や
『
我
身
に
た

ど
る
姫
君
』
に
も
そ
の
傾
向
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、『
風
に
紅
葉
』
と
比
較
し
た
場
合
、〈
性
〉
が

占
め
る
割
合
は
少
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。『
風
に
紅
葉
』
に
は
多
様
な
〈
性
〉
の
現
象
が
語
ら
れ
て
は
い
る
も

の
の
、『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
前
斎
宮
が
関
わ
っ
て
い
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
は
な
く（

（
（

、〈
性
〉
が
網
羅
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
風
に
紅
葉
』
で
は
、〈
性
〉
が
抉
剔
さ
れ
て
お
り
、

ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
『
と
は
ず
が
た
り
』
と
の
関
係
も
無
視
し
て
は
な
る
ま
い（

（
（

。

さ
ら
に
、
平
安
時
代
に
輩
出
し
た
『
落
窪
物
語
』
や
『（
古
（
住
吉
物
語
』
の
ご
と
き
〈
継
子
い
じ
め
〉
の

話
型
は
、
中
世
王
朝
物
語
で
も
『
白
露
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、〈
実
子
い
じ
め
〉（『
木
幡
の
時

間
』（、〈
嫁
い
じ
め
〉（『
し
の
び
ね
』（〈
妹
い
じ
め
〉（『
風
に
紅
葉
』（
の
よ
う
な
〈
い
じ
め
〉
が
数
多
く
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
原
因
は
何
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
太
政
大
臣
北
の
方
と
梅
壺
女
御
と
は
継
母
と
継
子
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
も
、〈
継
子
い
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序

身
に
た
ど
る
姫
君
』
に
先
行
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
種
々
疑
問
点
を
列
挙
し
て
き
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
納
得
の
い
く
解
答
を
用
意
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
風
に
紅
葉
』
は
〈
性
の
宝
庫
〉
で
あ
る
点
は
否
め
ず
、
中
世
王
朝
物
語
の
傾
向
と
し
て
、

〈
性
〉
と
〈
い
じ
め
〉
の
問
題
は
看
過
で
き
ま
い
。
特
に
、『
風
に
紅
葉
』
で
語
ら
れ
て
い
る
〈
妹
い
じ
め
〉
に

注
目
す
る
と
、
故
式
部
卿
宮
の
姫
君
が
異
母
姉
の
承
香
殿
女
御
の
里
邸
の
「
西
の
対
」
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
院
が
姫
君
に
触
手
を
動
か
し
た
た
め
に
女
御
の
立
腹
を
惹
起
し
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
姫
君
が
追
放

さ
れ
た
の
は
、
大
将
を
恋
慕
し
て
い
る
女
御
が
大
将
と
姫
君
と
の
関
係
を
察
知
し
た
結
果
で
あ
る
点
か
ら
考
え

る
と
、
こ
の
〈
妹
い
じ
め
〉
は
〈
性
〉
と
密
接
に
脈
絡
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、『
風
に
紅
葉
』

は
『
落
窪
物
語
』
の
姫
君
に
対
す
る
継
母
の
〈
い
じ
め
〉
と
は
質
を
異
に
し
て
お
り
、
そ
こ
に
中
世
王
朝
物
語

と
の
差
異
化
の
一
例
が
端
な
く
も
顕
現
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
平
安
時
代
物
語
と
中
世
王
朝
物
語
と
の
差
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
関
し
て
は（

（
（

、

中
世
王
朝
物
語
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
を
地
道
に
研
究
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
比
較
し
て
い

く
よ
り
他
に
は
あ
る
ま
い
。

注（
（
（	辛
島
正
雄
『
中
世
王
朝
物
語
史
論
』
上
巻
所
収
の
「〈
女
の
物
語
〉
と
し
て
の
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』　

女

じ
め
〉
の
要
素
は
全
く
な
く
、
あ
た
か
も
仲
の
良
い
母
娘
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
を

〈
継
子
い
じ
め
〉
に
対
す
る
反
措
定
だ
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
簡
単
だ
が
、
単
純
に
反
措
定
と
い
う
一
言
で
は
片

付
け
ら
れ
な
い
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
、
大
将
と
そ
の
分
身
で
あ
る
遺
児
若
君
と
の
間
で

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
継
母
子
で
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
る
北
の
方
と
梅

壺
女
御
と
の
間
に
レ
ズ
ビ
ア
ン
が
成
立
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
一
切
語
ら
れ
て

い
な
い
の
に
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
が
語
ら
れ
て
い
る
『
我
身
に
た
ど
る
姫

君
』
と
『
風
に
紅
葉
』
と
の
成
立
の
前
後
関
係
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、『
風
に
紅
葉
』
に
お
け

る
大
将
と
遺
児
若
君
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
は
、
例
え
ば
「
も
ろ
と
も
に
隙
間
な
う

大
殿
籠
り
て
」（
（
・
六
六
。
下
・
六
九
（、「
例
の
隔
て
な
く
臥
し
給
ひ
つ
つ
」（
（
・
七
二
。
下
・
七
三
（
と
語
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
抽
象
的
な
叙
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て（

（
（

、『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
で
は
前
斎
宮

と
女
房
と
の
間
で
「
首
を
抱
き
て
ぞ
臥
し
」
て
、「
衣
の
下
も
静
か
な
ら
」
ぬ
レ
ズ
ビ
ア
ン
状
況
が
具
体
的
に

語
ら
れ
て
い
る
点
を
考
え
る
と
、『
風
に
紅
葉
』
は
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
以
上
の
レ
ズ
ビ
ア
ン
状
況
を
語

り
得
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
風
に
紅
葉
』
で
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
描
写
が
回
避
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
と
す

れ
ば
、『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
は
『
風
に
紅
葉
』
に
先
行
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
逆
に
、『
風
に
紅

葉
』
に
お
い
て
レ
ズ
ビ
ア
ン
が
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
で
は
そ
れ
が
前
面
に
押
し

出
さ
れ
て
語
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
推
測
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
逆
に
『
風
に
紅
葉
』
が
『
我
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帝
と
前
斎
宮
と
」（
笠
間
書
院　

二
〇
〇
一
・
5
（
の
初
出
論
文
の
題
名
は
「『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
女
帝

と
前
斎
宮
を
め
ぐ
る
断
章
─
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
物
語
の
示
唆
す
る
も
の
─
」（「
文
学
論
輯
」　

三
十
八
号　

一
九
九

三
・
（
（
と
あ
り
、
題
名
に
「
レ
ズ
ビ
ア
ン
」
な
る
こ
と
ば
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
（
（	詳
細
は
本
書
第
五
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
（	大
将
と
遺
児
若
君
と
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
に
関
し
て
、「
身
な
り
な
ど
磨
け
る
や
う
な
る
手
触
り
、
女
の
さ

ま
よ
り
を
か
し
げ
な
り
」（
（
・
四
一
。
上
・
三
七
（
と
い
う
よ
う
な
多
少
具
体
的
な
叙
述
も
見
ら
れ
る
が
、

前
斎
宮
の
レ
ズ
ビ
ア
ン
描
写
と
比
較
す
る
と
、
身
体
に
対
す
る
感
触
が
語
ら
れ
て
い
る
の
に
過
ぎ
ず
、『
我
身

に
た
ど
る
姫
君
』
に
お
け
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
描
写
の
ご
と
き
局
部
的
具
象
性
と
は
差
異
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

レ
ズ
ビ
ア
ン
描
写
の
方
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
そ
れ
よ
り
も
一
歩
先
ん
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
（
（	最
近
、
千
野
裕
子
は
『
女
房
た
ち
の
物
語
文
学
論
』（
青
土
社　

二
〇
一
七
・
（0
（
に
お
い
て
、
中
世
王
朝
物
語

に
直
接
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』
と
『
狭
衣
物
語
』
に
語
ら
れ
て
い
る
女
房
た
ち
の
あ
り
方

の
差
異
に
注
目
し
て
、『
源
氏
物
語
』
と
比
較
し
て
『
狭
衣
物
語
』
で
は
、「
人
物
同
士
が
近
い
と
こ
ろ
に
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
の
交
換
が
適
切
に
な
さ
れ
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
存
在
し
て
い
る
の
に
、
機

能
し
て
い
な
い
」
と
、
新
た
な
視
点
か
ら
両
物
語
の
差
異
を
論
じ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。


